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加速空洞との相互作用によるビーム不安定性の研

究,陽子・重陽子の動的スピン偏極を中心とする

物性物理学,そ してその後に着手 して最期に至る

まで継続 した重力波および重力の研究等々物理学

の広い分野にまたがっています。

先生がこの20年近 くもっとも情熱を注いだ研究

課題は,ア インシュタインの一般相対性理論から

の帰結である重力波を実験的に検出することで し

た。重力波の検出という,未だ誰も成功 していな

い困難なテーマを選んだのは,相対論からの帰結

としての重力波に魅力を感じたのと,未開拓の分

野にチャレンジする精神があったからだと思いま

す。重力波検出の分野では,諸外国のグループに

は真似の出来ない斬新なアイデアを次々に出し,

それを具体化 して着実な成果をたくさんあげてい

ます。さらに最近では,重力波検出の技術を応用

して,重力の基本的性質 (逆 2乗則)を調べると

いうユニークな研究も世界的に注目されています。

重力波と重力の理論的および実験的研究において ,

先生は世界的な指導者の 1人 となって活躍 し,ま

た同時に東大理学部をこの分野の世界的な拠点の

1つ としました。これらの領域で特筆すべき先生

の業績は数多 くありますが,いずれも卓越 した数

理物理学的考察と独創的な着想にもとづ くものば

かりであります。

昭和61年度より,検出感度の大幅な向上を目指

した重力波次期大型プロジェク トが始まりました。

実験計画や実験装置の考察,設計等について,最

初の頃は先生が病床から直接指揮をとられていま

した。 しかし8月 の下旬頃からは,私達が面会に

行っても先生はどこか具合いが悪そうで,い ろい

ろご相談 したかったのですがそれも出来ずに帰る

という日が多 くなりました。先生も半ばで力が尽

きてとても残念だったに違 いありません。病床

の中で, うわ言のようにこの計画の進行を気づか

っていたと聞きます。

平川先生は研究ばかりでなく,教育ということ

に対 してもとても熱心で した。それは物理の教科

書「電磁気学」,「相対論」,「電気力学J,「力学」

等の名著を残 されたことにも表れています。これ

らの本の中には,数学的基礎づけをきちんとやり

ながら,かつ物理的直感を重視するという先生の

学風が貫かれています。また,大学にいるときに

は,毎 日のように私達のいる地下の実験室に降 り

てきて, 1人づつ実験の進行状況を尋ねたり,研

究上のア ドバイスを授けて下さいました。何か ト

ラブルが起きたときには,先生に聞けばいつも的

確な解決法を示 して くれる, という安心感が私達

にはありました。先生がいつも口にするのは「教

育的見地」という言葉で した。たとえ全体の研究

がそれによって滞ることがあっても,研究室の中

では常に教育ということを最優先に考えそれを実

行 していました。

11月 25日 ,信濃町の千日谷会堂でとり行われた

先生の告別式で,バ ックに流れたA.Brendel演 奏

の Beethovenピ アノソナタ31番 は,病床で先生

が自ら万一の時にはと指定 した曲でした。クラシ

ック音楽を愛 し,自 らピアノを弾き,油絵を描い

た趣味の広い先生で した。先生にはまだまだこれ

から,た くさんのことを教えて頂 くつもりだった

のにもう取り返 しがつきません。ただただ残念で

たまりません。
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